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大腸官群の水産食品中に於ける分布の研究

第 1報函館近海にて漁獲されるスJVメイカにあける大腸菌属の分布について

谷川英一・国沢一夫・阿部真次*

〈北大水産学部水産食品製造学教室〉

STUDIES ON COLI -GROUP DISTRIBUTED 1N MAR1NE FOODS 

1. Coli-score in SquidくOmmastrephessloani pacificus) caught 

in the sea. near Hakodate 

Eiichi TANIKAWA，Kazuo KUNISAWA and Shinji ABE 

(Laboratory of Marine Food Technology， Faculty of Fisheries， Hokkaido Unive四ity)

Squid meat is often eaten as sliced. raw . meatく‘ Sashimi"in Japane記). The autho四

have studied the coli-score in Squid before landing at記verallanding-places in Hakodate 

harbour and squid which was bought at田:veralstores in Hakodate city. Co1i-score. was 

detぽminedby the method using ENDO's media and by employing the AmぽicanPUblic 

Health Association's method. Following results were obtained: 

(1) On the skin and in viscera (mainly intestines) of squid before landing， the pr伺ence

of organisms of coli-group was recognized. 

(.2) But. the number of organisms of coli-group on the surface of squid was not large; 

there were also squid having none of them. 

(3)仁>rganismsof coli-group which were 戸田enton the surface and in viscぽabefore 

landing were regarded mainly as co1i-group of fish origin. The organisms were pr偲entin 

vi配eraof squid more th釦 onthe surface. That is to say， the presence of coli -group of 

fish origin was also recognized in squid. 

(4) Aftぽ landing，the number of organisms of coli-group has increased over that found 

before landing. 1n.this ca田 theincreased number of organisms was observed部 coli-group

of human origin. As to the squid after landing， generally speaking， the number・ofthe 

organisms of coli-group on the surface was lar~er than in viscera. This may be due to 

the contamination by washing squid using sea-water near the landing-places aftぽ landing.

(5) 1n fact， there were many organisms of coli-group in the sea water near landing 

pla白sand the most of them were coli-group of human origin. 1t must be forbidden to 

use sea watぽ inthe harbour for washing squid， from the sanitary point of view. 

(6) Consu宮町'smust wash always squid meat sufficiently and very carefully with city 

鋭まrvicewa句r，when they wish to eat it as sliced raw meat. 

ホ函館水産高等学校
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魚介類は我邦国民の保健栄養上から云ヲ℃もE重要なものであれ従ヨ℃特に生食の場合においては

腸チプス菌，赤痢菌，コレラ菌等の如き消化器系統の病原菌による汚染は絶対に避くべきである O 然

しながらそれら病原菌をすべての場合に検出試験するととは不可能であり，か』る場合大腸菌群を検

出す忍こと Lたってい.:io著者等は先づ函館近海で漁獲され，且ヲ生食され得るような魚介類の中，

今回はスルメイカにづいて，その表皮並びに内臓内容物にづいτ大腸菌群を検出したのでこ Lに報告
する。

1. イカ原料の抽出

函館近海のイカ原料として陸揚げ前のものと，陸揚げ後市内魚，;g舗に出されたものを農林省統計事

務所の抽出方式に基づいて，昭和27年10、11月に亘ヲて試験した。即ち函館近海産のスルメイカ全部

にづいての大腸菌属の分布状態を見るために全体を母集団として，それから無作為的にイカ原料を抽

出する方法を採用したo (1)陸揚げ前のイカ原料。抽出法としては函館権・内の舶着場を第1図の如く

6地区即ち A.s.C.D.E.:F地区に分け，各地区より無作為的に2隻宛のイカ釣舶を抽出し，更に

との抽出した各舶より無作為的に2尾宛のイカを抽出して殺菌した採取漫に入れ持帰る。従ヲて結局

陸揚前のイカ原料は一地区より 4尾宛，全部で.24尾を用いて実験を行ヲた。(JI)陸揚後のイカ原料の抽

出法とし℃は前述と同じく函館市内を 6地区間ち G.H.1. J .K. L地区に分け，各地区より無作為
的に2ケ宛の魚底舗を抽出し，各魚沼舗より更に2尾

宛のイカ原料を無作為的に抽出購入し実験に供した。

2. 試料の調製

試料は前惑の如き陸揚前のもの24尾，陸揚後のもの

24尾，計48尾のイカより内臓〈主として腸管〉と，表

皮とを無菌的にとづた。それら内臓試料及び表皮試料

を各約19m宛切PとP無菌箱内にてこれを指潰し，各

試料を殺菌した生理的食埠水を用いて夫々1/10・I/tOO.
1/1.酬に稀釈し，稀釈調製試料を得た。

3. 実験方法

(1)遠藤氏培養基上の赤変菌集落計算:前越の稼釈

調製試料を夫々遠藤氏培養基に接種し.37"Cにて24時

間及び48時間培養を行ヲたョかくの如くして発育した

赤変集落を計算し，更に赤変集落より釣菌し，染色標

本を作り検鏡し，大腸菌属と思われる赤変集落のみの

数を計えた。

(2) American Pub1ic Health Ass∞iation 
Method(li CA.P.H.A法)

cp 推定試験:乳糖添加肉汁酸酵管5本宛に
(1)試験に用いた各稀釈調製試料をlcふ宛注入する J

これを 37"Cに48時間培養し，ガスの発生を見る。
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(JI) 確定試験:推定試験に沿いてガスの発生をみた忍ものにてコき 1白金耳釣mし，これを，
Bri1liant Gr，田n添加乳精肉汁醗酵管くB.G.L.B)に接種し370C，48時間培養し，再びjjスの発生

状態をみる。

くm) 鑑別試験:推定試験並びに確定試験結果に於いて穴場菌属と息われるものにづいては，こ

れを更に遠藤氏培養基に接種し，そD赤変集落より釣菌し， Agar-agarに劃鰻培養し，それによ P

グラム染色を行い，大腸菌属たる乙とを認め~。

4. 実験結果

(1)陸揚げ前のイカに分布せ-o大腸菌属にづいて

(0遠藤氏培養基上の赤変集落数
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Table 1. Red colony on ENDO's media with raw squid before landing. 

Part 

Surface skin 

Viscera 

Surface skin 

Viscera 

Surface skin 

Vis伺 ra

Surface skin 

Viscera 

Surface skin 

Viscera 

Surf ace skin 

Vi脚 ra

IMPlemd 蜘 P山 E 品mphNOIEE1畑山υ
I/tO r 1/蜘 11/1，000/1/10 1 I/JOO P/l.蜘 1/10 1 1/1伺 11/J.欄 1/1・1I/l1'O 11/1. 
2 1 。
4 1 。。 1 o 
2 2 。。。。
4 1 o 
o 。。
4 。。
o o 。
2 o 。
2 。o 
5 。。

。。 。。 1 。。
一2 。。。o 。 2 o 。。。 1 o o 。o 。。。2 。。o 。。。o 。o 。。。o 」旦一

3 o 。 2 。。3 o 。
o 。。。。。。o 。
2 o o 4 2 。2 。o 。 1 o 2 o 。2 1 o 
o 。。6 2 1 4 1 o 。。o o 。。o o o 
1 o 。5 3 。 1 1 。
第 1表中の数字は，前越の如〈遠藤氏培養基におけ

~赤変菌中でも大腸菌属L思われ~もの L集落数であ

忍。骨第1表は函館港全体に着岸し，陸揚前の全ての

イカを母集団とナヨ5時の標本として得られた数値であ

り，何れの標本もその遠藤氏培養基の赤変集落数は少

ない。且ヲ各地区，各試料において大差はない。情表

皮にづいてみ忍に，多くの標本において赤変集落は認

められや，又認められτも%.稀釈のもの L中には1-2
ケ程度であ忍。内臓主として腸管の場合も赤変集落教

は少く~梼釈に沿い'"(1-5ケであ-õ (乙 Lに注目すべ

きことは大腸菌属中でも 25"-3uOCの如き温度で発育

するものが存在す~乙とで，これは恐らく魚型大腸菌
Fig. 2 ILμ山内臓， 1_1表皮

と認められるもので，この点にづいては後段において

説明する〉。第2図は各地区に治けるイカ内臓及び表皮19m当 Pの大腸菌属数の平均を示す。
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以上の標本にづいて卒主計直を宝=l:Xi/N式で求めると，表皮の場合は玄1=0.457で 19m中の犬
1謂 1

腸薗と息われる数は約4-5ケであり，内臓の場合はX!'=2.5で19m中約25ケ存在すると推定出来る。

即ち表皮と内臓とを比較す.:sと表皮は内臓よりも赤変菌数は少いことが判.:s。

(II) A.P .H.A法による実験結果

前述の如く，推定，確定試験を行い，大腸菌群最確数を表を用い算出したが，その結果は第2.3表

の如くである。

Table 2. M. P. N. of Co1i-form group似主r19m of surfa田 skinand 
vi:配eraCintestin錨)of squid before landing. 

京
S:tmple No. 1 Sample No. 1I Average 

SEin qamutihd pe le w E臣avera.ge of raw Ssln qamutihpde le w st average of raw 
Average for鴎mple

hich W3O collected hich WtS collec飴d average.of日ampleNo. 1 
隠mearea a.nd sa.me S811陪 areae.nd処置拍

fishing-boat fishing-boat and sample No. n 

A i伽rfa冊 skin 6.8 4.5 5.6 

Vis冊目 17.0 14.0 15.0 

B 「Urfa明 skin 2.0 。 1.0 

Vis田rd 6.8 2.0 4.4 

C hUrfa四 skin 2.0 1.8 1.9 . 
Vis但 ra 6.8 11.0 8.9 

D i伽v…is田rain 4.0 6.1 5.0 

6.8 11.0 8.9 

E 
9.0 6.8 8.0 

Vi舵era. 14.0 11.0 12.0 

F 
Isu由曲skin 2.0 2.0 2.0 

VIBcera 7.8 9.2 8.5 
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Fほ.3匠1/1内臓，亡コ表皮

第2表は同じ地区，例えぽA地区のもの L中，同じ舶

よP採取せミ3イカ原料2尾のそれぞれ表皮及び内臓試料
19mの標本の標本平均をもって示したものである。これ

には同じ般から得たもの L試料では犬腸菌群数の上に大

した差がみられなかγったので，標本平均及び標本平均の

平均値をもってしても差支たいと推定されたコこの平均

値を図示したのが第8図である。即ちこれらθ数字によ

ヲ℃陸揚げ前のイカ原料についての大腸菌群の分布を知

ることが出来るであろう。乙の実験結果から大暢菌群最

確数は表皮においては前回の実験と同じく非常に少し

中にはその存在の認められたかったものもある。内臓に

おいτもその数は少いJ 両者を比較すると，内臓の方が
大腸菌群数が多い。

ヲえに前回同様各地区におけ忍標本平均の平均値より 1

gm中の大腸菌群最確数の平均値を表皮，内臓別に算出
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ナヨ5とヨえの如〈である。

表皮の場合:玄1=3.7o 卸ち表皮試料19m中には約4ケの大腸菌群最確数が得られたわけである。

乙の値は陸揚げ前のイカ原料の表皮の標本の平均の平均値を求めたものであれこの値は危険率を含

まないものであれこれによヲ℃推定ナミ3乙とも不当でないと思う。

内臓の場合:X2=9.61 即ち内臓試料19m中には約10ケの大腸菌群最確数が得られたわけであ忍。
A.P.H.A法による大腸菌群最確数と前回の遠藤氏培養基との赤変集落数の夫々の平均値をみ℃

も大腸菌群の存在の状態はや L明らかとなづたこと L足、う。

女に鑑別試験として推定並びに確定試験結果において大腸菌属細菌と思われたものにづいて，遠藤

氏培養基に接種し，その赤変集落より釣菌し Agar-agarに劃線培養後検鏡検奈した結果によれば，

(1)グラム陰性， (:0表皮及び内Ii.c腸管〉より得られたもの L集落形態は人閣の糞便より分離せる大腸

菌 (B.coli communis)よbや L小型であ t，完円に近しその周縁は薄色で，遠藤氏培養基土では

薄桃色を曇し，中心部は薄赤色を曇してい~のが多く認められた。 (3)芽胞を形成せ歩， (4)運動性は

人型大腸菌よりや L活漣である。くの発育適温が 2o'-却勺Cで発育ナミ5ものが多かった。これらの結

果から分離された大湯菌群の多くのものが，著訴の一人谷JII(t)が震に分離した魚型大腸菌に類似し℃

い忍乙とが判ったっこ Lで魚、型大腸菌と人型大腸菌との比率について検査したところ官官者は何れの場

合も90-95%を点める乙とが分づた。即ち陸揚げ前のイカにあてコては人型大腸菌による汚染は少いと

み℃差支たいと思われる。

(2)陸揚げ後のイカに分布せる大腸菌属について

くI) 遠藤氏培養基との赤変集落数.

H '1 

Ared.. 

Fig. 4 IL!互i表皮， 亡コ内臓
第 8 表は F誌に稼釈した試料にづいて遠藤氏培養基との赤変集落数を示したものであ~が，これを図

示せるものが第 4 図であ ~Q この表からも明らかのように陸揚げ後のイカ試料では殆んどのものが大

腸菌属を含んでいることがわかる。尚表皮と内臓とを比較すあと，この場合においては陸揚げ前とは

反対に表皮の方が内臓よ Pも大腸菌属細菌の数が多くなヲていることが分忍。

この表の数値から標本平均とその平均値を求め陸揚げ後のイカに分布すると思われ~代表f直を求め
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Table 3. Red colony on Endo's media with 
raw squid aft，ぽ landing.

ssmple l |S岨 ple||N品0田.PIIe i l NSaom.pI le 
No. 1 I No. 1I I No. m I No. IV 

。l…skin a 34 36 28 

Vis僧 ra 25 31 34 22 

HI~山skin 28 a 21 m 
V包僧rs m 25 40 34 

I||SuVrfiB剖Geersakin 
48 53 37 41 

22 18 a 34 JI山田:kin 31 34 36 27 

Vis僧 ra 28 31 23 20 

38 招 27 24 

Vis佃 la 37 お a 43 
LYUrfaceskin a 26 20 37 

Vis明白 29 23 11 24 
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表皮の場合:玄1==32.4即ちイカ表皮試料19m中に324の大腸菌属細菌の分布が推定出来た。

内臓の場合:X2==26.7o従てつτ内臓19m中には約297の大腸菌属細菌の分布が推定出来る。
(1I) A.P.H.A 法によ~実験結果

陸揚げ前と同じく大場菌群最確数を算出した結果は第4表の如くであミ50

Table4.. M.P.N. of Coli-form group per 19m 20ω 
of surface skin and viscぽaくintestin国)of 
squid before landing. 

トミ£き子1山 1

8凶P1m|蹴1lNo.z No-E average 

~ I
山 8kin 11 14 ロ
V旭cera 21 sa 170 

HI…比in 1.600 1.邸調日 1，7i∞ 
Vis冊目 540 540 540 

1 I
山的 1曲 1伺 1駒

Vi呂田r.1 280 話。 315 

J le山政in 540 sa 4鈎

Vis回目 420 3田 375 

KJ
山 eはin 540 920 7a 

Vおceru 3印 280 315 

i
山政in sa 須賀日 忽調。

L 
Vis田ra 540 2ぬ 460 

c:l. 
ロ。
協

E 。
匂4

.11000 。
υ 
切吋。
.z.臥
.E

Fig. o l内臓

陸揚げ後のイカにおける犬腸菌群最確数を図示す~と第 5 図の如くである。これらの結果からみる

に地区によづて表皮と内首長内の大腸菌群最確数の差が区々であり，これはその取扱いの差異によるも

のとは息われ否。こ Lで標本平均の平均値を算出すると，表皮の場合:玄1== oo7，内臓の場合:X~== 
363 とな þ ，標本の代表{直では表皮は 19m 中に õõ7ケ，内臓では 363ケ存在す~という数字?が出てい

る。この数字ーからみれば陸揚げ後のイカの表皮の方が内臓より汚染度が犬きいようであ与が，これは

地区による取扱い方の要素の方が大であると思われるコ併し何れにしτも陸揚げ前よりも汚染度が増
し℃いる ζ とは事実であ ~o

ヨえに鑑別試験の結果をみミ5に，陸揚げ前の場合と比較して，発育温度が 37GCとみられるもので遠

藤氏培養基との集落型態がや L大きい大腸菌属の認められることである。このことは著者の一人谷川

の裳に行ヲた魚型大腸菌の研究結果からみ"(，人型大腸菌が多数混在してきたことを示唆す忍ものと

思われるつこ Lで魚型大腸菌と思われるものと，人型大場菌.1:思われるもの L比をとてフてみたが，表

皮の場合は魚、型大腸菌らしきもの87%，人型大腸菌と思われるもの13;-'れ内臓の場合は前者が92%，

も後者が 8%となヲている J 即ち陸揚げ前より陸揚げ後の場合の方が人型大腸菌が幾分でも増加しτい
ることは取扱上注意すべきことであろう Q 邸ちイカを胎より頁づた小売人は屡々その附近の海水で洗

i録後，呼ぴ売 p に出掛け~が，その場合か~~海水洗f僚は禁止した方がよいように息われる。これを
証明すあために，ヨたの如く海水中の大腸菌群の検索を行てコてみた。

(3)イカ鈎舶の締着場附近における海水中の大腸菌群最確数にづいて

前記陸揚げ後のイカに犬腸菌苦手の多数存在し℃いた購買地区， H地区を控え℃いる西浜芹壁船議場
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(B地区内)， J地区を控えている定温倉庫前船薫場くD地区内)， K.L地区を控えてい.:，有川l桟橋(F
地区内〉の夫々の附部修水を用いて A.P.H.A法によって大腸菌群最確裁を求めた。その結果によ

れば海水1ωc.c.中，西浜岸壁附近では85.∞0;定温倉庫前附近では18.∞0;有川桟橋附近では22.0∞
という数字が出た。これらを鑑別試験したところが，魚型大腸菌と人型大腸菌との比は 2:8という

結果を得たっ乙れは函館港内の船着場の海水は入賞汚物によづて汚染されていることを証するもので

ある。との結果からみても衛生と港内海水によ.:，イカの斑織は禁止すべきものと思われ忍。

5. 結論及び摘要

ω函館街毎において漁獲され.:，イカにづいて大腸菌群の汚染状態を陸揚げ前と陸揚げ後において
検奈したが，イカの表皮，内臓共に大腸菌属の存在が認められた。

(.2)睦揚げ前Dイカの表皮にはそれほど多数の大腸菌はみられヂ全然認みられないものもあてコた。

(8)陸揚げ前のイカの表皮及び内臓に存在する大腸菌属は魚型大腸菌と認められるものが大部分で

あり，表皮よりも内臓内に多く見られたコ即ちイカにも魚型大腸菌の存在が認められた。

(4)陸揚げ後のイカでは陸揚げ前に比し大腸菌属の数は増加している。この場合人型大腸菌の数が

増加し℃いるととが認められたコ市して陸揚げ後のイカでは試料採取地区によって具忍が，全般的に

み℃内臓より表皮の方に大腸菌群の数が大となってい':'0これは陸揚げ後の舶差場附近におけ.:，海水

5I:r悠によるものと，思われ':'0
(5)事実船着場附近の海水中には多数の大腸菌属細菌が存在し，人型大腸菌がその大多数を占めて

い.:，ととが明らかにされたコ従ヲてイカを港内海水にて洗模する!ととは衛生的見地よ P禁止すべきで

あると息われた。

くの購買者がイカを生食とする場合は，常に水道水によヲてよく決機しなければ衛生的に不安であ

る。
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